
　履修コード/科目名称 　301951	/	中国語ⅡＡｂ　301952	/	中国語ⅡＢｂ　301953	/	中国語ⅡＤｂ

　開講年度・期 　2024年	前期 　開講曜日・時限 　水曜日	1時限

　単位数 　1

　付記 ◎抽・〔再クラス〕

　主担当教員氏名(カナ) 　趙　偵宇（チヨウ　テイウ）

　副担当教員氏名(カナ)

　授業概要 この授業では一年次の学習内容を丹念に復習しつつ、中国語でコミュニケーションする
ための「読み・書き・聴き・話す」基礎を学習します。授業形態は【実習】です。

　到達目標(ねらい) 短文読解を通した文法理解に基づいて、初歩的な文法を身につける。さらに、そこから
中国語でコミュニケーションするための「読み、書き、聴き、話す」基礎力を身につけ
ることを目標とします。また、ことばだけでなく中国語圏の文化や考え方を紹介し、中
国語圏に見られる多様性・異文化に対する理解を深めます。これは、総合教育研究部教
育課程の編成方針「外国語の確かな運用能力を涵養し、異文化に対する理解力と対応力
を高め、国際的な交流と共生に貢献できる力を養成する」に深く関連しています。

　授業スケジュール 第	1	回 授業の計画・内容 発音と第8課までの復習

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.6-p.29の音声を何度も聞く
復習：音声教材を使ってp.6-p.11について、正しい発音の後に
ついて声を出して練習する（10回以上）

60分

第	2	回 授業の計画・内容 9課「私の家は学校から近いです」新出単語と本文

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.30-p.31に目を通し、新出単語は漢字やピンインを書く
復習：本文（p.31）の音声を聞いて、簡体字・ピンイン・日本
語の意味が正しく結びつくよう発音練習する

60分

第	3	回 授業の計画・内容 ９課[ポイント]1.前置詞(「～から」「～まで」)、2.時点の位置、3.連動
文、4.時（間）量の位置

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.32-p.33に目を通し、新出単語は漢字やピンインを書く
復習：前回の復習をした上で、p.33の練習問題を実施し、答え
合わせをする

60分

第	4	回 授業の計画・内容 10課「私は塾でアルバイトしている」新出単語と本文

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.34-p.35に目を通し、新出単語は漢字やピンインを書く
復習：本文（p.35）の音声を聞いて、簡体字・ピンイン・日本
語の意味が正しく結びつくよう発音練習する

90分

第	5	回 授業の計画・内容 10課 [ポイント]1.前置詞“在”、2.二重目的語文、3.ある期間（「～あた
り」）における数量・回数（「～どれくらい」）の表現、4.助動詞“想”

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.36-p.37に目を通し、新出単語は漢字やピンイ
ンを書く
復習：前回の復習をした上で、p.37の練習問題を実施
し、答え合わせをする

60分

第	6	回 授業の計画・内容 11課 「私は昨日『（雑誌）KANSAI Walker』を買った」新出
単語と本文

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.38-p.39に目を通し、新出単語は漢字やピン
インを書く
復習：本文（p.39）の音声を聞いて、簡体字・ピンイ
ン・日本語の意味が正しく結びつくよう発音練習する

60分

第	7	回 授業の計画・内容 11課[ポイント]1.を表す“在”、2.の“了”、3.「結果補語」、4.経験を表
す“guo”、5.動詞の重ね型

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.40-p.41に目を通し、新出単語は漢字やピンイ
ンを書く
復習：前回の復習をした上で、p.41の練習問題を実施
し、答え合わせをする

90分

第	8	回 授業の計画・内容 12課「私の趣味は水泳です」新出単語と本文

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.42-p.43に目を通し、新出単語は漢字やピンイ
ンを書く
復習：本文（p.43）の音声を聞いて、簡体字・ピンイ
ン・日本語の意味が正しく結びつくよう発音練習する

60分

第	9	回 授業の計画・内容 2課[ポイント]1.助動詞、2.の“了”、3.方位詞、4.の“着”、5.“的”を用いる名詞句②（動詞）



準備学習
（予習・復習等）

予習：p.44-p.45に目を通し、新出単語は漢字やピンイ
ンを書く
復習：前回の復習をした上で、p.45の練習問題を実施
し、答え合わせをする

60分

第	10	回 授業の計画・内容 13課「私は食欲旺盛です」新出単語と本文

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.46-p.47に目を通し、新出単語は漢字やピンイ
ンを書く
復習：本文（p.47）の音声を聞いて、簡体字・ピンイ
ン・日本語の意味が正しく結びつくよう発音練習する

60分

第	11	回 授業の計画・内容 13課[ポイント]1.方向補語、2.可能補語、3.使役、4.主述述語
文、5.“把”構文

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.48-p.49に目を通し、新出単語は漢字やピンイ
ンを書く
復習：前回の復習をした上で、p.49の練習問題を実施
し、答え合わせをする

60分

第	12	回 授業の計画・内容 14課「私はまた先生に叱られた」新出単語と本文

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.50-p.51に目を通し、新出単語は漢字やピンイ
ンを書く
復習：本文（p.51）の音声を聞いて、簡体字・ピンイ
ン・日本語の意味が正しく結びつくよう発音練習する

60分

第	13	回 授業の計画・内容 14課[ポイント]1.様態補語、2.二つの「また」、3.“（是）～
的”文、4.受け身、5.近い未来に実現する出来事の表現

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.52-p.53の本文や新出単語を書けるように練習
復習：前回の復習をした上で、p.53の練習問題を実施
し、答え合わせをする 90分

第	14	回 授業の計画・内容 総復習 第9課～第14課

準備学習
（予習・復習等）

予習：p.30-p.53の本文や新出単語を書けるように練習
復習：これまでの全回を復習しつつ、９課から14課の本文
（p.31、p.35、p.39、p.43、p.47、p.51）の音声を聞いて、
簡体字・ピンイン・日本語の意味をすべて正しく答えられる
よう確認する

90分

第	15	回 授業の計画・内容 第９課～第14課の理解度・定着度の確認

準備学習
（予習・復習等） 全授業を振り返り、勉強を行う。 120分

　履修上の留意点等 課題授業を除き、すべての授業を原則対面で行うが、状況によりオンラインのみで授業
を実施する可能性がある。その際はGoogle MeetやWeb Classを用いる。Web Classは連
絡等にも使う。
原則として授業回数の4分の3以上の出席が必要。やむを得ない欠席については所定の方
法で担当教員にかならず届け出ること。

　遠隔授業（オンライン授業）
の実施回数

　成績評価の方法 試験

レポート

40	% 小テスト

60	% 平常点

【小テスト】
第9課～第14課：40％。【平常点】

【平常点】
・毎回の講義内容の理解度（発音・文法などの習熟度）を確認する。
・授業への積極的な参与が望まれる。授業と関係ない私語などの授業妨害行為は厳禁（場合によって欠
席とすることもある）。
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備考

　参考書
	図書館蔵書検索 授業中に適宜紹介する。

　学生による授業アンケート結
果等による授業内容・方法の改
善について

新採用教員であるため、該当しない。

　関連リンク 駒澤大学外国語第二部門「学習関連情報」
https://www.komazawa-u.ac.jp/academics/faculty/sougou/language-second/

　実務経験がある教員による授
業科目

　アクティブラーニング型の授
業科目 本科目では、ペアワークを実施する。




